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危険従事者叙勲 
春の褒章・叙勲おめでとうございます 

障害のあるかたの 
地域での生活を支援します 

大宮地方環境整備組合から 
測定結果を報告します　ほか 

子ども手当の手続きは 
お済みですか？ 

協働のまちづくり 

那珂市の財政事情 
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まちの話題 

那珂市消費生活センターです 

Information

さわやかさん、表紙の裏側　ほか 
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
、
市
政
運
営
の
状
況

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
、
市
政
運
営
の
状
況

を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
ご

を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
毎
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
毎
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
で
は
、
４
・
５
月
の
出
納
整
理
期
間
に
収
入
・
支
出
の
整
理
が

　

地
方
自
治
体
で
は
、
４
・
５
月
の
出
納
整
理
期
間
に
収
入
・
支
出
の
整
理
が

で
き
る
た
め
、
最
終
的
な
決
算
額
は
５
月
末
日
に
確
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

で
き
る
た
め
、
最
終
的
な
決
算
額
は
５
月
末
日
に
確
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
回
は
３
月
末
現
在
に
お
け
る
予
算
の
執
行
状
況
や
市
有
財
産
の
現
在
高
な
ど

今
回
は
３
月
末
現
在
に
お
け
る
予
算
の
執
行
状
況
や
市
有
財
産
の
現
在
高
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
最

す
。
な
お
、
最
終
的
な
決
算
額
に
つ
い
て
は
、「
広

終
的
な
決
算
額
に
つ
い
て
は
、「
広

報
な
か

月
号
」
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

報
な
か　

月
号
」
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
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一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算
現
額
合
計

に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が　
・
３
％
、

８８

支
出
済
額
の
割
合
が　

・
４
％
で
、
と
も

８４

に
順
調
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
配
当
割
交
付
金
や
財
産
収

入
等
が
予
算
額
を
超
え
て
収
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
原
資
と
な
る
県
民
税
配

当
割
の
税
収
が
見
込
額
を
上
回
っ
た
こ
と

や
土
地
（
市
有
地
）
の
売
り
払
い
に
よ
る

収
入
が
見
込
額
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
一
方
で
、
県
支
出
金
や
市
債

の
収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
県
支
出
金
の
交
付
や
市
債
の
借

り
入
れ
が
、
事
務
手
続
き
の
都
合
で
４
月

以
降
に
な
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
国
庫
支

出
金
の
収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
の

は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
し
て
実
施
す
る

事
業
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ

り
、
平
成　

年
度
に
収
入
す
る
た
め
で

２２

す
。

一
般
会
計 

◆一般会計歳入予算執行状況 単位：千円、％

収入割合収入済額予算現額歳入科目

９９．９６，９８３，２２５６，９８７，０８８市 税
１０１．３３１５，８６２３１１，７６９地 方 譲 与 税
１０１．４２２，５６９２２，２６５利 子 割 交 付 金
１１４．９７，２６６６，３２２配 当 割 交 付 金
１０５．９４，１２３３，８９５株式等譲渡所得割交付金
９５．２４４７，３５０４７０，０７１地 方 消 費 税 交 付 金
１０４．２７９，５１０７６，３３８自動車取得税交付金
１００．０８７，５５８８７，５５８地 方 特 例 交 付 金
１０３．５３，６２３，０４６３，５０１，６２２地 方 交 付 税
９２．５２７０，０６８２９１，８５２分 担 金 及 び 負 担 金
１０２．３１９６，２９９１９１，８２５使 用 料 及 び 手 数 料
７４．１２，３６９，２８３３，１９５，６０２国 庫 支 出 金
３４．２３８６，４００１，１２９，１３８県 支 出 金
１３５．１２８，３９６２１，０２５財 産 収 入
８９．１５６，７０７６３，６５６繰 入 金
１００．０５７８，１９７５７８，１９７繰 越 金
１０５．９５１１，２４１４８２，７１９諸 収 入
５７．２１，０６８，０６８１，８６８，５６８市 債
１００．９１０，８８５１０，７８４そ の 他
８８．３１７，０４６，０５３１９，３００，２９４合　計



広報なか６月号３

　

歳
出
で
は
、
教
育
費
の
支
出
割
合
が

　
・
９
％
と
比
較
的
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

６６こ
れ
は
、
額
田
小
学
校
や
芳
野
小
学
校
の

耐
震
補
強
事
業
等
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
実
施
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
歳
出
科
目
の
未
払

い
金
に
つ
い
て
は
、
出
納
整
理
期
間
（
４

月
〜
５
月
末
日
）
に
支
払
わ
れ
る
予
定
で

す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
別
に

収
支
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算

現
額
合
計
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が

　

・
５
％
、
支
出
済
額
の
割
合
が　

・
２

８６

８７

％
で
、
例
年
並
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落

排
水
整
備
事
業
及
び
上
菅
谷
駅
前
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
県
支
出
金

の
交
付
や
市
債
の
借
り

入
れ
が
４
月
以
降
に
な

る
な
ど
の
理
由
で
収
入

割
合
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

特
別
会
計 

市
税
負
担
の
状
況 

　

歳
出
で
は
、
老
人
保
健
事
業
に
お
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に

伴
う
月
遅
れ
請
求
分
が
見
込
額
を
下
回
っ

て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
支
出
割
合
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
那
珂
地
方

公
平
委
員
会
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
度

２１

中
に
委
員
会
を
開
会
す
る
必
要
が
な
か
っ

た
た
め
に
支
出
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
の
未
払
い
金
に

つ
い
て
は
、
出
納
整
理
期
間
に
支
払
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直

接
・
間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
市
税
は
、
財
政
運
営
上

極
め
て
重
要
な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正

公
平
な
賦
課
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
に
お
け
る
市

２２

３１

税
の
収
入
済
額
は
、　

億
８
３
２
２
万
５

６９

千
円
で
、
１
人
あ
た
り　

万
４
４
５
６
円

１２

を
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆特別会計歳入歳出予算執行状況 単位：千円、％

支出割合支出済額収入割合収入済額予算現額会計名

８７．５４，６０９，５２１９１．３４，８１２，０６６５，２６８，９３０
国民健康保険
（事業勘定）

６０．７９，３０５９２．１１４，１１８１５，３３１老 人 保 健
８６．４２，１４５，１８２７３．２１，８１８，１９１２，４８３，３２７下 水 道 事 業
８７．５１１，３６０１１４．３１４，８４１１２，９８５公園墓地事業

７１．４４５７，２４７５１．９３３２，３６０６３９，９６１
農業集落排水
整 備 事 業

９０．３２，７７８，００３９５．５２，９３８，８８７３，０７５，９０１
介 護 保 険
（保険事業勘定）

９９．９２，３８１９９．９２，３８１２，３８３介護サービス事業

７５．８１７０，４１１６６．８１５０，０９８２２４，８００
上菅谷駅前地区
土地区画整理事業

９６．１３９７，２９６９９．１４０９，５５０４１３，３４２後期高齢者医療
６．７３０１５７．１７０７４５０那珂地方公平委員会
８７．２１０，５８０，７３６８６．５１０，４９３，１９９１２，１３７，４１０合　計

◆一般会計歳出予算執行状況 単位：千円、％

支出割合支出済額予算現額歳出科目

９２．０２０１，６９７２１９，１７５議 会 費
８３．６２，７０８，８１４３，２３９，５２７総 務 費
９０．７４，１１９，３６０４，５４１，６３８民 生 費
９１．７１，１９５，９１４１，３０４，５９３衛 生 費
７７．１７６７，６４５９９５，６８５農林水産業費
７７．３１５９，９９０２０６，８７４商 工 費
８２．４１，８４９，４７３２，２４５，００４土 木 費
８２．５８８７，５９５１，０７５，９３２消 防 費
６６．９２，１０５，７２４３，１４５，５７５教 育 費
９９．２２，２７０，９７１２，２９０，１１０公 債 費
７２．７２６，３０８３６，１８１そ の 他
８４．４１６，２９３，４９１１９，３００，２９４合　計

※世帯数２０，５１９世帯、人口５６，２６１人（平成２２年３月３１日現在）

◆市税負担の状況

１人あたりの
負担額（円）

１世帯あたりの
負担額（円）

収入済額
（千円）

税　目

５２，８０４１４２，６８３２，９６２，８１６市 民 税
５８，４６８１５７，９９０３，２８０，６６５固 定 資 産 税
１，９６９５，３２２１１０，５０５軽 自 動 車 税
５，７８５１５，６３１３２４，５８１市 た ば こ 税

１２４４特別土地保有税
５，４２９１４，６７０３０４，６１４都 市 計 画 税
１２４，４５６３３６，２９８６，９８３，２２５合　計



４

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た

際
に
、
国
や
民
間
の
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
た
資
金
で
あ
り
、
公
債
費
と
し
て
支

出
し
返
済
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２１

１０

２２

月　

日
ま
で
に
、
公
的
資
金
繰
上
償
還
に

３１
伴
う
借
換
債
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の

た
め
に　

億
１
７
１
６
万
８
千
円
を
借
り

１５

入
れ
た
一
方
で
、　

億
５
０
２
６
万
１
千

２１

円
の
元
金
を
返
済
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成　

年
３
月　

日
の
現
在
高
は
、
３
２
４

２２

３１

億
４
８
８
９
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
債
現
在
高 

　

今
後
も
、
返
済
す
る
元
金
の
範
囲
内
で

市
債
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
債

残
高
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
一
時

的
に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
、
歳
計
現
金

が
不
足
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足

を
補
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当

該
年
度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２１

１０

２２

月　

日
ま
で
に
お
い
て
は
、
一
時
借
り
入

３１
れ
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
時
借
入
金 

市
有
財
産
現
在
高 

　

土
地
は
、
竹
ノ
内
街
区
公
園
用
地
や
、

西
消
防
署
用
地
の
取
得
な
ど
に
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
瓜
連
地
区
類
似
公
民
館
の
地

区
移
管
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

出
資
に
よ
る
権
利
は
、
茨
城
県
信
用
保

証
協
会
へ
の
寄
託
金
の
増
な
ど
に
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

債
権
は
、
自
治
金
融
資
金
預
託
金
の
回

収
お
よ
び
老
人
保
健
施
設
整
備
資
金
貸
付

金
の
返
還
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
、
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
基

金
を
積
立
し
た
一
方
で
、
公
共
施
設
整
備

基
金
を
取
崩
し
し
た
こ
と
に
よ
り
減
少
し

て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計 

　

市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
様

に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
独
立

採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務
の
収

支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入
は
水
道
料

金
収
入
、
支
出
は
給
水
の
た
め
の
経
費
や

人
件
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
す
。
収
支

状
況
は
、
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布

設
な
ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も
の

で
す
。
収
支
状
況
は
、
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆市債現在高（元金） 単位：千円

平成２２年　　
３月３１日現在増　減平成２１年　　

９月３０日現在区　分

２５５，０８８△１００，０４２３５５，１３０総 務 債
８２，９５５△１７，１２３１００，０７８民 生 債

１，３８５，８６９△９９，１９９１，４８５，０６８衛 生 債
３６４，８２３△２４，１８３３８９，００６農 林 水 産 業 債

０００商 工 債
１，５３０，７１５△１３１，９７７１，６６２，６９２土 木 債
２，０６８，２８９△７０，８７１２，１３９，１６０都 市 計 画 債
６２９，０５５△３２，２９２６６１，３４７公 営 住 宅 債
３０１，０１０△３４，３９６３３５，４０６消 防 債
３，４２８，６９３△２０２，１２８３，６３０，８２１教 育 債

０００転 貸 債
１，１３７，９１７△７０，７４７１，２０８，６６４減 税 補 て ん 債
１２３，６８０△７，０９６１３０，７７６臨時税収補てん債
５，４６６，７７７６９１，５６７４，７７５，２１０臨 時 財 政 対 策 債
４６，５５３△１２，０５６５８，６０９県 振 興 資 金

１６，８２１，４２４△１１０，５４３１６，９３１，９６７小　計

１０，４６６，６３４△３３１，５９３１０，７９８，２２７下 水 道 事 業 債
３，１８２，３８４△６５，１５０３，２４７，５３４農業集落排水整備事業債
７８９，００６１８，５３０７７０，４７６土地区画整理事業債
１，１８９，４４５△１４４，３３７１，３３３，７８２水 道 事 業 債
３２，４４８，８９３△６３３，０９３３３，０８１，９８６合　計

◆水道事業会計 単位：千円

支出収入区　分

９９２，１５６１，１４３，５４２収 益 的 収 支

４７２，３９４４１，６３６資 本 的 収 支

問い合わせ

財政課　財政グループ

（内線５２２・５２３）
※水道事業会計分は含まない

◆市有財産現在高

平成２２年
３月３１日現在増　減平成２１年

９月３０日現在単位区　分

１，７３１，２７４５６，３１６１，６７４，９５８m2土 地

１６６，１７８△６７８１６６，８５６m2建 物

１５，５４００１５，５４０千円有 価 証 券

７８，７９６９８０７７，８１６千円出資による権利

３４，５１０△２０，５１５５５，０２５千円債 権

３，６０３，９６５△２８，８００３，６３２，７６５千円基 金



広報なか６月号５

　平成　平成成22222222222222222年度　危険業務従事者叙勲　春の褒章・叙勲年度　危険業務従事者叙勲　春の褒章・叙勲
おめでとうございますおめでとうございますでとうござでとうござおめでとうございますおめでとうございますでとでとおめでとうございますおめでとうございでとうござい

■危険従事者叙勲受章

�

元警視正／応召軍人が長く、昭和
２４年の３０歳の時に警察の道に進ま
れ、笠間警察署長として退任する
までの２５年、治安維持のためひた
すら走り続けられました。勝沼さ
んは「楽しく生
きがいを持って
仕事ができまし
た。今回、この
ような大きな章
をいただき感謝
しています」と、
話してください
ました。

元消防司令長／昭和３９年に那珂町
消防本部に拝命され、現場の最前
線で人命救助にあたられました。
その後、平成５年からは東消防署
長に就任され、多くの隊員たちの
先頭に立って地
域の安全向上に
務め、平成１７年
３月に退職。４１
年の長きにわた
り、市民の安全
確保に尽力され
ました。

元消防監／小川さんは、昭和３９年
に那珂町で初の消防組織１期生と
して、那珂町消防本部に拝命。那
珂瓜連地区消防事務組合消防本部
消防長で退職するまでの３８年４か
月を、責任者と
して多くの指揮
を執り人命救助
に貢献するほ
か、救急業務の
立ち上げなど消
防の基礎を先頭
に立って築かれ
ました。

■春の褒章受章

元農林業センサス調査員／昭和２５
年の世界農業センサスの調査員か
ら５０年間農林業センサス調査員と
して従事され、平成１２年の農林業
センサス調査に際しては、ほかの
調査員の模範と
なり調査に尽力
されました。ま
た、国勢調査調
査員として１１回
従事、このほか
統計調査員とし
て数々の調査に
尽力されました。

元農林業センサス調査員／昭和２５
年の世界農業センサスの調査員か
ら５０年以上農林業センサス調査員
として従事され、平成１７年の農林
業センサス調査に際しては、ほかの
調査員の模範と
なり調査に尽力
されました。ま
た、国勢調査調
査員として１２回
従事、このほか
統計調査員とし
て数々の調査に
尽力されました。

■春の叙勲受章

元県生活環境部長／昭和３７年に茨
城県庁に奉職。県民所得や総生産
が上昇し、県が発展を遂げた時代
に、主に総務部で財政や人事など
を担当されました。その後、鹿行
総合事務所長、
県議会事務局長
を経て、生活環
境部長として平
成１０年に退職。
３６年間、県の行
政の円滑な運営
に寄与されまし
た。

元公立高校長／昭和３７年に那珂湊
二高に奉職され、県立教育研修セ
ンター勤務等を経て、水戸南高、
下館一高、太田一高の校長を歴
任。水戸南高校長時代には県高校
教育研究会定通
部長を務める
等、３８年間、教
育に尽力されま
した。現在は茨
城県俳句作家協
会会長に就き、
文化振興に注力
されています。

元県農地局長／昭和３７年から平成
１０年までの３６年間を、主に農地の
区画整理や農道、水路の整備など
の基盤整備に従事し、県内におけ
る農地行政に尽力。生産性の高い
農地をつくりあ
げ ま し た。ま
た、平成１１年か
らは那珂町（市）
助役として８年
間勤められ、那
珂市においても
大きく貢献され
ました。

　

危
険
従
事
者
叙
勲
、
春
の
褒
章
・
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
８
人
の
か
た
が
受
章
さ

れ
、
警
察
官
や
消
防
な
ど
危
険
性
の
高
い
公
務
に
励
ん
だ

か
た
に
贈
ら
れ
る
危
険
従
事
者
叙
勲
に
３
人
、
公
共
の
事

業
に
尽
力
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
る
春
の
褒
章
に
２
人
、
地

方
自
治
や
教
育
に
長
く
貢
献
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
る
春
の

叙
勲
に
３
人
が
選
ば
れ
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞宝双光章
勝沼忠男さん
（中台）

瑞宝双光章
大薗弘夫さん
（額田南郷）

瑞宝双光章
小川�也さん
（堤）

藍綬褒章
萩野谷藤二さん
（中里）

藍綬褒章
寺門勝美さん
（瓜連）

瑞宝小綬章
金澤昌男さん
（東木倉）

瑞宝小綬章
矢須恵由さん
（中台）

瑞宝双光章
篠原晃重さん
（菅谷）
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自宅で入浴、排せつ、食事などの介護を行います。居宅介護
介護者が病気などの場合、短期間、施設で預かります。短期入所
施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的活動などの機会を提供します。生活介護
障害児に通所により、日常生活動作の指導や適応訓練などを行います。児童デイサービス
就労を希望する人（就労が困難な人も含む）に生産活動、知識や能力の向上のための訓練の
機会を提供します。就労移行支援、就労継続支援

地域での共同生活の場を提供します。ケアホーム、グループホーム
施設に入所する人に、主に夜間、入浴や排せつ、食事などの介護を行います。施設入所支援

� 介護給付・訓練等給付（主なものを抜粋）

利用の際は社会福祉課へ申請してください。また、障害の種類や程度等
により受けられるサービスが制限されますので事前にご相談ください。

障害の種類（身体障害、知的障害、精神障害）
にかかわらず、障害のあるかたが自立と社会
参加を実現するために、各種法律や
制度に基づいて障害福祉のサービス
を実施しています。

������������������

����������������

��������	
����������	
��
����

�２９５－２９４４　FAX２９５－６９３１指定相談支援事業所（那珂市社会福祉協議会）
障害福祉に関する相談に総合的に対応するため、那珂市社会福祉協議会へ委託しています。

社会福祉課障害者支援グループ　�２９８－１１１１　内線１２７身体障害者相談員・知的障害者相談員
身体障害者相談員（４人）と知的障害者相談員（１人）が茨城県知事の委嘱を受けて、地域での相談活動に従事しています。

�２２１－４９９２茨城県福祉相談センター
そ
の
他
の
相
談
窓
口

児童相談所、身体および知的障害者更生相談所の機能を統合した機関です。
�２３１－６２２１ハローワーク水戸

障害のあるかたの就職相談やあっ旋を行っています。
�０２９６－７７－７３７３茨城障害者職業センター

障害のあるかたの職業指導や、作業や講座による訓練など、就業に関する支援を行っています。
�２０２－２２２１障害者就業・生活支援センターＫＵＩＮＡ（クイナ）

就業面と日常生活面における支援を一体的に行っています。

障害者（児）の外出の際に移動の支援をします。移動支援
障害者（児）に日中活動の場を提供し、障害者と介護者の日常生活を支援します。日中一時支援
障害者（児）に、その障害に応じた日常生活用具（特殊寝台、入浴補助用具、たん吸引器、情報
通信支援用具、ストマ装具など）を給付または貸与します。日常生活用具の給付等

手話通訳者や要約筆記奉仕員を派遣します。コミュニケーション支援
身体障害者のかたに、自宅での入浴サービスを提供します。訪問入浴サービス

身体障害者のかたで就労等の社会参加を目的とする場合に費用の一部を補助します。自動車運転免許取得費・自動車
改造費の補助

創作的活動や生産活動などを実施し、日中活動の場を提供します。市では、市社会福祉協議
会のほか、ひたちなか市と水戸市の３事業所にセンター設置の委託等をしています。地域活動支援センター

� 地域生活支援事業

� 補装具の支給　障害者（児）に対し、車いすや義肢、義
眼、補聴器などの補装具の購入・修理に要する費用の一部
を支給します。

� 自立支援医療　精神通院にかかる医療費や、身体の障害
の軽減や機能を回復する医療にかかる費用の一部を公費で
負担します。

障害者手帳の交付（身体・知的・精神）／各種手当（特別障害者手当、障害児福祉手当、特別児童扶養手当、在宅心身障害者
（児）福祉手当）／住宅リフォーム助成／タクシー利用助成／医療福祉制度（マル福）／障害基礎年金／心身障害者扶養共済制
度／ＮＨＫ受信料減免／有料道路割引／税金の控除・減免（所得税、住民税、自動車税など）／公共交通運賃割引／紙おむつ
等購入費助成／身体障害者の駐車禁止の除外

������ それぞれ該当する要件や手続きがあります。お問い合わせの際は、担
当窓口に取り次ぐことがあります。
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◆
◆
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
◆
◆

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら「
児
童
手
当
」

２２

に
代
わ
り
「
子
ど
も
手
当
」
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、「
次
世
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
を
、

社
会
全
体
で
応
援
す
る
観
点
」
か
ら
、
中

学
校
修
了
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対

象
と
し
て
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
月
額
１

３
０
０
０
円
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
子

ど
も
手
当
は
、　

歳
到
達
後
最
初
の
３
月

１５

　

日
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
か

３１た
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
年
齢

　

中
学
校
第
３
学
年
修
了
前
（　

歳
到

１５

達
後
最
初
の
年
度
末
）
の
子
ど
も

　

※
平
成
７
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ

た
子
ど
も

■
子
ど
も
手
当
の
月
額

　

一
律
１
３
０
０
０
円　

■
支
払
時
期

　

２
月
・
６
月
・　

月　
　
　
　
　
　
　

１０

■
申
請
手
続

　

①
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
が
必
要
な
か

た

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
児
童
手
当

２２

を
受
給
し
て
い
な
い
か
た
（
所
得
超
過
の

か
た
や
中
学
校
２
年
生
以
上
の
お
子
様
が

い
る
か
た
）

　

②
額
改
定
が
必
要
な
か
た

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
児
童
手
当

２２

を
受
給
し
て
い
て
、
中
学
校
２
・
３
年
生

の
お
子
様
が
い
る
か
た

　

①
・
②
に
あ
た
る
か
た
に
は
、
市
役
所

か
ら
請
求
書
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
万

一
、
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
那
珂
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
か
た
、
第

１
子
の
お
子
様
が
産
ま
れ
た
か
た
は
、

新
た
に
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
申
請
猶
予
期
間

①
、
②
に
該
当
す
る
か
た
は
、
９
月　
３０

日
ま
で
申
請
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
期
間
内
に
申
請
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
４
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
の
必
要
が
な
い
か
た

○
平
成　

年
３
月
ま
で
那
珂
市
で
児
童

２２

手
当
を
受
給
し
て
い
た
か
た
（
現
在

中
学
校
１
年
生
以
下
の
お
子
様
が
い

る
か
た
）
は
、
４
月
か
ら
子
ど
も
手

当
へ
自
動
的
に
移
行
し
ま
す
。

○
公
務
員
の
か
た
（
出
向
さ
れ
て
い
る

か
た
、
独
立
行
政
法
人
等
以
外
の
か

た
は
、
勤
務
先
か
ら
の
支
払
い
と
な

り
ま
す
）

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
、
児
童
手
当

２２

３１

を
受
け
て
い
た
か
た
は
、『
子
ど
も
手
当

現
況
届
』を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
子
ど
も
手
当
を
引

き
続
き
受
給
で
き
る
要
件
が
あ
る
か
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

■
届
け
出
期
間

　

６
月　

日
ま
で

３０

　

対
象
者
に
は
、
市
役
所
か
ら
現
況
届
の

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
記
入
を
し
て

必
要
書
類
を
添
付
し
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
以
降
、「
子
ど
も
手
当
額
改
定
請

求
書
」
を
提
出
し
た
か
た
も
提
出
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
先

　

市
役
所
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

 

（
市
役
所
本
庁
２
階
）

　

瓜
連
支
所
窓
口
グ
ル
ー
プ（
支
所
１
階
）

■
届
け
出
の
必
要
が
な
い
か
た

　

子
ど
も
手
当
新
規
認
定
請
求
を
提
出
し

た
か
た
。

　

子
ど
も
手
当
の
新
規
認
定
請
求
を
提
出

さ
れ
た
か
た
は
、
認
定
請
求
書
に
よ
り
受

給
で
き
る
要
件
に
あ
る
か
確
認
で
き
ま
す

の
で
、
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
５
２
〜
２
５
４
）

問
い
合
わ
せ

■該当各家庭に送付される現況届

子
ど
も
手
当
申
請
猶
予
期
間
は
９
月　

日
、
子
ど
も
手
当
現
況
届
の
提
出
期
限
は
６
月　

日
で
す

３０

３０
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自
治
会
は
、
地
域
の
皆
様
が
協
力
し
合
い
、
自
ら
の
力
で
自
分
た
ち
の
暮
ら

す
ま
ち
を
住
み
よ
い
地
域
に
す
る
た
め
の
活
動
を
す
る
団
体
で
す
。
市
民
の
皆

様
が
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

市
で
は
、
正
副
区
長
と
協
力
し
な
が
ら
加
入
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
転
入

者
に
対
し
て
加
入
促
進
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
自
治
会
に
移
行
し
て
も
、
市
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
治
会
へ
の

加
入
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
自
治
会
に
専
門
部
会
を
設
け
る
な
ど
運
営
体
制

を
強
化
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
課
題
が
今
ま
で
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
で

き
る
よ
う
な
事
業
や
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
る
事
業
等
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
地
域
へ
の
問
題
意
識
や
、

自
治
会
へ
参
加
し
て
み
よ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、
加
入
促
進
へ
も
つ
な
が

る
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

　
　

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）
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＊
昨
年　

月
に
市
が
策
定
し
ま
し
た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

１２

指
針
」、
本
年
３
月
に
制
定
し
ま
し
た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
基
本
条
例
」、「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
」
は
那

珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、「
広
報
な
か
」
に
お
い
て
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
連
載
を
行
い
、
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。
市
民
協
働
課

の
職
員
が
皆
さ
ん
の
地
域
に
出
向
き
、
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。



広報なか６月号９

○
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
つ
い
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
な
い
か

○
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
何
か
入
っ
て
い
な
い
か

○
付
属
品
（
ベ
ル
ト
、
付
け
衿
、
リ
ボ
ン
な
ど
の
有
無
）

○
ボ
タ
ン
（
破
損
、
欠
落
、
高
額
品
か
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
耐
え
ら
れ
る
か
）

○
品
質
表
示
（
デ
メ
リ
ッ
ト
表
示
、
注
意
事
項
な
ど
）

○
服
に
異
常
は
な
い
か
（
変
形
、
毛
羽
立
ち
、
毛
玉
、

変
退
色
、
ス
レ
、
破
れ
、
虫
食
い
、
カ
ビ
、
焼
け
焦

げ
な
ど
の
有
無
）

○
付
属
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か

○
頼
ん
だ
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
（
シ
ミ
や
汚
れ
な
ど

の
除
去
）

○
仕
上
が
り
は
よ
い
か

○
服
に
異
常
は
な
い
か
（
事
前
チ
ェ
ッ
ク
で
は
な
か
っ

た
キ
ズ
や
変
色
な
ど
）
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�
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�

�
�
�
�
�
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�

○
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
を
は
ず
し
て
、
し
ば
ら
く
日
陰
干

し
を
す
る

○
通
気
性
の
よ
い
カ
バ
ー
に
取
り
替
え
る

○
光
が
当
た
ら
な
い
乾
燥
し
た
場
所
に
、
密
閉
し
て
保

管
す
る

○
防
虫
剤
や
除
湿
剤
な
ど
を
適
切
に
利
用
す
る

　

大
切
な
衣
類
を
長
く
着
る
た
め
に
は
、
普
段
の
手
入

れ
が
大
事
で
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
き
は
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
の
確
か
な
店
選
び
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　

不
適
切
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

場
合
、
Ｓ
マ
ー
ク
や
Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク
を
表
示
し
て
い
る
店

は
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
」
に
基
づ
い
て
賠

償
し
て
い
ま
す
。
安
心
の
目
安
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま

す
。
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那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

問い
合わせ
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冬
物
か
ら
夏
物
へ
の
衣
替
え
の
季
節
で
す
。

い
き
な
り
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
、
戻
っ
て
き

た
ら
シ
ミ
が
で
き
て
い
た
と
か
、
穴
が
あ
い
て

い
た
と
か
、
縮
ん
で
し
ま
っ
た
な
ど
の
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

上
手
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
利
用
法
を
知
っ
て

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

����

�����
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後
台
交
番
開
所
式
が
５
月　

日
１０

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
所
式
で

は
、
那
珂
警
察
署
長
は
「
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

確
立
す
る
た
め
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
」
と
式
辞
を
、
ま
た
小
宅
市

長
は
「
地
域
に
密
着
し
た
市
民
に

愛
さ
れ
る
交
番
と
し
て
、
安
全
で

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力

願
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
那
珂
署
員
７
人
と

交
番
相
談
員
１
人
が
交
代
で
、　
２４

時
間
体
制
で
、
犯
罪
を
抑
止
し
市

民
の
か
た
が
た
の
安
心
・
安
全
を

守
り
ま
す
。

　

明
治
６
年
に
開
校
し
た
芳
野
小

学
校
は
、
創
立
１
３
７
年
目
を
迎

え
初
め
て
の
創
立
記
念
集
会
を
４

月　

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

１９

　

講
師
に
歴
史
民
俗
資
料
館
長
で

同
校
卒
業
の
仲
田
昭
一
先
生
を
迎

え
て
、
芳
野
小
の
歴
史
や
伝
統
、

今
年
４
月
に
原
型
復
元
さ
れ
た
東

門
に
立
つ
像
の
人
物
、
二
宮
金
次

郎
の
話
等
を
学
び
ま
し
た
。
講
話

を
と
お
し
て
児
童
た
ち
は
、
郷
土

愛
、
愛
校
心
、
母
校
へ
の
誇
り
を

改
め
て
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
同

時
に
、
歴
史
的
な
興
味
関
心
を
も

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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那
珂
市
国
際
交
流
協
会
が
主
催

す
る
国
際
交
流
サ
ロ
ン
が
５
月　
２３

日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ

り
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
で
茨
城

県
国
際
交
流
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
ア
ト
ラ
・
ア
ル
デ
カ
ニ
さ
ん

を
迎
え
て
行
わ
れ
た
今
回
の
サ
ロ

ン
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化

紹
介
や
イ
ラ
ン
系
で
あ
る
ご
本
人

の
出
身
に
ま
つ
わ
る
話
、
日
本
で

の
生
活
で
の
日
頃
感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
体
験
談
を
交
え
な
が
ら

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第
５
回
那
珂
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
５
月　

日
、

２５

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
小
宅
市
長
の
始
球
式
で
幕
を

開
け
た
今
大
会
に
は
、
１
７
０
人

を
超
え
る
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
、

実
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
プ
レ
ー

を
楽
し
む
と
と
も
に
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
に
挑
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ナ
イ

ス
プ
レ
ー
に
歓
声
が
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。



広報なか６月号１１
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５
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

２９

ぽ
ー
る
で
「
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
か
総
会
」
と
「 
男 
と 
女 
輝
い
て

ひ
と 

ひ
と

生
き
る
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
か
は
、

市
内
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
女
性
団
体
で
構
成
さ
れ
、
互
い

に
協
力
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
、

総
会
で
は
、
事
業
報
告
や
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
新
し
い
役
員
の
も

と
で
よ
り
一
層
の
結
束
を
誓
っ
て

い
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
「 
男 
と 
女 
輝
い
て

ひ
と 

ひ
と

生
き
る
講
演
会
」
と
し
て
、
木
村

夫
伎
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
木
村
さ
ん
は
東
京
芸
術

座
で
長
年
に
渡
り
女
優
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
現
在
は
常
陸
太
田
市
の

主
婦
た
ち
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た

劇
工
房
「
橋
の
会
」
の
代
表
を
務

め
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
経
歴

を
持
つ
木
村
さ
ん
の
幼
少
時
代
か

ら
、
舞
台
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で

現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
し
て
自
身

の
生
き
方
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

時
折
笑
い
が
起
こ
る
な
ど
、
会

場
は
和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
木
村
さ

ん
の
軽
快
か
つ
深
み
の
あ
る
お
話

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

那
珂
市
立
戸
多
小
学
校
が
愛
鳥

週
間
・
野
生
生
物
保
護
功
労
者
と

し
て
、�
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
か

ら
褒
状
を
受
賞
し
、
５
月　

日
に

２４

小
宅
市
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

巣
箱
、
え
さ
台
の
制
作
お
よ
び

設
置
、保
護
啓
発
、観
察
活
動
な
ど
、

環
境
保
護
の
関
心
の
高
さ
は　

年
４０

前
か
ら
受
け
継
が
れ
、
な
か
っ
こ

宣
言
で
掲
げ
る
「
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
し
ま
す
」
を
実
践
。
子
ど
も

た
ち
は
「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
環
境
保
護
に
一
層
の

意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
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�
�
�
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�
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歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
５
月　
１６

日
ま
で
季
節
展
示
「
端
午
の
節
句

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
大
正
〜
昭
和
初
期
の

武
者
飾
り
や
昭
和
中
期
の
兜
飾
り

の
ほ
か
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
活
動
し
た
県
内
出
身
の
画
家
梶

山
太
海
や
稲
川
光
風
の
迫
力
あ
る

肉
筆
の
掛
軸
も
展
示
。
ま
た
、
手

縫
い
の
小
さ
な
鯉
の
ぼ
り
や
金
太

郎
な
ど
が
連
な
っ
た
「
端
午
の
つ

る
し
飾
り
」
が
色
鮮
や
か
に
来
館

者
を
出
迎
え
、
多
く
の
か
た
が
た

の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

◆
木
村
夫
伎
子
さ
ん
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４月１５日～５月１４日（敬称略）

�����
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匿名 ５，０００円
見験学楽・瓜連の会 ５，９００円
常陸管球の会 ５，９１０円
匿名 ３，２００円
野木　利三郎 １０，０００円
匿名 １００，０００円
薄井　正英  ３０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

土金木水火月日

３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８
３１３０２９２８２７２６２５

休館日

��������

��
July

� 人の動き �

那珂市の人口（５月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６２５人 （－２１）
　女　　　２８，４９６人 （＋３２）
　計　　　５６，１２１人 （＋１１）
世帯数　　２０，７９２世帯 （＋２７）

○出生　２８人
○死亡　４９人

（４月１日～３０日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，８３４人

　（平成２２年４月末現在・
 前月比２３０人増加）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億５，９０６万円

　（平成２２年４月・
 前月比１，００７万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

　家庭から出される燃えるごみは、美
観・清潔の維持および迅速な収集を行
うために、一度に出せるごみを少量に
限らせていただき、目安を指定袋５個
としています。皆様のご理解、ご協力
をお願いします。
　なお、ごみの減量化、分別の徹底、
責任排出を目的として袋には必ず名前
を記入し、ごみは収集当日の朝８時ま
でに出してください。
問い合わせ／

市環境安全課環境Ｇ

�２９８－１１１１　内線４４６・４４８

ごみの出し方について

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収）　 １期

○介護保険料（普通徴収） ２期

納期限：６月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

������������	

��������	
��

　大和田　勤さん（菅谷）より
「昨年、市から米寿のお祝いを
いただいたお礼に」と、市に「竹
とんぼ」１０８個が寄贈されまし
た。この「竹とんぼ」は、大和
田さん自らが製作されたもの
で、右利き用１００個左利き用８
個をいただきました。大和田さ
んは、「子どもたちに楽しく遊ん
でもらえたら」という思いで、
半年間かけ丹精をこめて製作さ
れました。寄贈ありがとうござ
います。
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／７月６日（火）　１３：００～１７：００
７月２０日（火）　１３：００～１６：００

場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／７月７日（水）、１４日（水）、
　　２１日（水）、２８日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　水戸財務事務所では、多重債務に
陥ってしまったかたからの相談を受け
ています。状況をお聞きし、債務整理
方法のアドバイスや必要に応じ法律の
専門家への引継ぎを行っています。
　一人で悩まず、お電話ください。
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

財務省関東財務局水戸財務事務所

多重債務相談窓口

�２２１－３１９０

平日　８：３０～１２：００、１３：００～１６：３０

　沿道の樹木の枝等が歩道、車道へと
張り出している箇所が見られます。張
り出した枝等で事故が生じた場合は、
樹木所有者の責任となります。
　道路上空への枝のはみ出しや、立ち
枯れ木の倒木・折れ枝の落下、竹林等
の繁茂による道路への飛び出しなどが
見られる樹木等の所有者の皆様は、個
人の管理・責任のもと、枝払い・伐採
等の処置をお願いします。
問い合わせ／市建設課維持管理Ｇ

�２９８－１１１１　内線３１４・３１５

常陸大宮土木事務所道路管理課

�２２１－３１９０

法律相談

４日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

１１日　慶和病院 （鴻巣）
�２９５－５１２１

１８日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

１９日　かぼちゃクリニック （横堀）
�３５２－１１０７

２５日　諸岡医院 （瓜連）
�２９６－１１２３

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

多重債務相談

��������

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

心配ごと相談

道路に張り出す
樹木等伐採のお願い
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大宮地方環境整備組合では、施設から排出される排ガスとダ
イオキシン類濃度測定を実施しました。測定結果は次のとお
りです。測定結果は、排出基準値を下回っています。引き続
き維持管理に万全を期してまいります。　

■作り方

①わかめは水につけてもどし、熱湯に通してすぐ水にとり、絞って水気を
とります。

②牛乳は人肌に温めて塩を加えて溶かし、割りほぐした卵に加えて混ぜ、
こし器に通します。

③流し缶にわかめを長いまま入れて②を静かに流し、蒸気の上がった蒸し
器に入れてふたを少しずらしてかけ、中火で２～３分、表面が白くなっ
たら弱火で１５分蒸します。

④冷めてから型から抜き、切ります。
⑤人参の甘煮、ゆできぬさやなど季節の野菜を添えて盛り付けます。

��������	
���

塩化水素濃度（mg/N�）窒素酸化物濃度（ppm）ばいじん（g/N�）
衛生センター

排出基準測定結果排出基準測定結果排出基準測定結果

７００５未満２３０６２０．３５０．０３平成２１年１２月１６日測定

■問い合わせ　大宮地方環境整備組合　環境センター　�２９６－１７４４

��������	
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塩化水素濃度（mg/N�）窒素酸化物濃度（ppm）ばいじん（g/N�）
環境センター

排出基準測定結果排出基準測定結果排出基準測定結果

７００
５０未満

２５０
　９７

０．１５
０．００１未満１号炉

（平成２１年１０月１４日測定）

５０未満１５００．００１未満２号炉
（平成２２年２月４日測定）

��������	
�������

焼却灰（毒性当量ng-TEQ/g）飛灰（毒性当量ng-TEQ/g）排ガス（毒性当量ng-TEQ/N�）
環境センター

排出基準測定結果排出基準測定結果排出基準測定結果

３０．０１６　３０．８５５０．０１４１号炉
（平成２１年１２月２１日測定）

３０．００５９３０．９　５０．０５４２号炉
（平成２１年５月２０日測定）

��������	

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■牛乳を使用することで、カルシウ
ムアップ食になりました。塩分も
控え目です。お好みにより、あん
かけにしても楽しめると思いま
す。簡単に短時間で作ることがで
きます。是非お試しください。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

額田南郷（成人食部会）

萩谷　幸子さん

■材料（４人分）

わかめ（もどして） ………………６０ｇ　　　
牛乳 ………………………………１．５カップ　
卵 …………………………………４個　　　
塩 ………………………………… 小さじ１／２　
人参、きぬさや等 ………………適量　　　
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豊
喰 

川
津　
　

優
凉 

明
大

菅
谷 

原
田　
　

凌 

剛

鴻
巣 

細
谷　
　

空
雅 

一
成

菅
谷 

木
村　
　

優
花 

淳

鴻
巣 

小
澤　
　

颯
馬 

卓
也

古
徳 

桐
原　
　

純
平 

純
一

菅
谷 

石
井　
　

琴
音 

秀
史

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

福
田 

笹
島　
　

薫 

　

歳
８２

菅
谷 

池
島　
　

亮
三 

　

歳
６８

杉 

圷　
　
　

進 

　

歳
７０

菅
谷 

石
川　
　

あ
い
子 

　

歳
８９

鴻
巣 

加
藤　
　

義
博 

　

歳
６８

菅
谷 

軍
司　
　

茂 

　

歳
７３

菅
谷 

横
須
賀　

一 

　

歳
８６

菅
谷 

横
須
賀　

冨
士
野 

　

歳
９０

菅
谷 

加
藤　
　

�
子 

　

歳
６４

菅
谷 

柏　
　
　

春
枝 

　

歳
６２

額
田
北
郷 

武
藤　
　

と
み 

　

歳
１０３

戸 

大
武　
　

す
か 

　

歳
１０２

向
山 

小
澤　
　

富
重 

　

歳
８１

中
台 

遠
藤　
　

あ
ぐ
り 

　

歳
７３

中
台 

石
川　
　

澄
子 

　

歳
８０

後
台 

山
田　
　

一
夫 

　

歳
８７

北
酒
出 

中
村　
　

進 

　

歳
８８

横
堀 

福
田　
　

重
雄 

　

歳
８４

飯
田 

小
林　
　

初
枝 

　

歳
８１

額
田
南
郷 

杉
山　
　

正 

　

歳
９３

戸 

檜
山　
　

榮 

　

歳
８５

飯
田 

大
和
田　

五
月 

　

歳
８２

菅
谷 

加
藤　
　

操 

　

歳
７６

本
米
崎 

照
沼　
　

八
郎 

　

歳
７５

横
堀 

山
�　
　

尚 

　

歳
８８

鴻
巣 

吽
野　
　

フ
ヨ 

　

歳
８６

菅
谷 

黒
羽　
　

す
み
子 

　

歳
７９

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

�
比
良　

茉
央 

和
也

菅
谷 

大
塚　
　

麻
央 

浩
紳

下
江
戸 

小
貫　
　

暖
真 

啓
一

横
堀 

山
�　
　

そ
よ 

貴
裕

菅
谷 

斉
藤　
　

結
花 

秀
樹

菅
谷 

野
上　
　

花
帆 

瑞
治

菅
谷 

佐
藤　
　

こ
は
る 

道
雄

後
台 

三
平　
　

修
大 

敏
幸

菅
谷 

�
橋　
　

愛
花 

洋

中
台 

茂
垣　
　

瑠
愛 

倫
行
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�
�
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菅
谷 

二
瓶　
　

弥
生 

　

歳
５２

福
田 

福
田　
　

み
よ 

　

歳
９５

豊
喰 

山
田　
　

洲
男 

　

歳
７２

菅
谷 

樫
村　
　

光
江 

　

歳
８３

静 

大
曽
根　

ま
さ
子 

　

歳
７２

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

花
明
り
鳥
影
黒
く
走
り
け
り 

桜　

井　

筑　

蛙

芹
摘
み
の
小
さ
き
流
れ
ひ
と
跨
ぎ 

草　

野　

ゆ
た
か

春
耕
を
促
す
雨
の
庇
打
つ 

益　

子　

春　

子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 
芯 
の
さ
さ
や
き
閉
ず
る
夕 

雨　

宮　

文　

枝

し
べ

軟
ら
か
き
光
集
め
て
芽
吹
山 

�　

野　

祝　

子

ご
馳
走
と
鳴
子
の
響
き
花
筵 

宇
佐
美　

和　

子

妙
雲
寺
椿
大
樹
の
落
下
か
な 

 
大　

森　
　
　

満

心
地
良
き
バ
ス
の
振
動
花
渡
れ 

飯　

島　

京　

子

満
開
の
花
あ
ら
ふ
雨
吹
き
降
り
て 

藤　

岡　

み
ち
子

す
ず
ら
ん
に
風
の
音
聞
く
山
の
路 

筒　

井　

か
よ
子

鯉
跳
ね
て
大
き
な
水
輪
五
月
来
る 

浅　

野　

と
し
子

ド
ラ
の
音
や
お
吉
の
墓
を
春
の
雨 

安　

掛　

富　

美

【俳　句】あせび句会

【短　歌】ときわ短歌会

う
ら
う
ら
と
桜
舞
い
散
る
公
園
を
久
方
ぶ
り
に
吾
子
と
歩
み
ぬ 

武　

田　

八
重
子

母
の
日
に
子
の
贈
り
来
し
バ
ラ
の
花
の
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
が
胸
に
染
ま
り
ぬ 

や
ま
と　

ち
ず
る

曲
屋
の
あ
か
あ
か
燃
え
る
か
ま
ど
火
を
見
れ
ば
飯
炊
く
亡
母
の
思
ほ
ゆ 

梅　

沢　

悦　

子

永
き
世
の
苦
節
を
共
に
し
て
き
た
る
夫
逝
き
今
は
感
謝
す
る
の
み 

 
阿　

部　

幸　

子

目
覚
め
て
も
う
す
ぼ
ん
や
り
の
脳
内
に
今
日
の
起
点
を
呼
び
込
み
て
い
る 
 
川　

上　

恵
美
子

虫
食
い
の
朴
の
枯
葉
を
面
に
し
て
野
を
駆
け
巡
る
児
ら
の
素
早
し 

山　

屋　

勝　

代

泥
団
子
並
べ
て
は
崩
れ
諦
め
て
店
に
出
せ
ぬ
と
児
は
五
指
を
見
る 

 
檜　

山　

恵
美
子

ネ
モ
フ
ィ
ラ
と
空
と
海
と
の
青
見
つ
つ
平
和
を
思
ふ
射
爆
場
跡
地
に 

加　

藤　
　
　

要

断
熱
の
家
建
ち
ゆ
き
て
人
々
の
声
を
閉
ざ
せ
り　

樹
海
の
森
も 

 
仲　

沢　

照　

美

よ
き
材
と
見
極
め
鴉
の
運
び
ゆ
く
枯
枝
そ
し
て
軒
の
ハ
ン
ガ
ー 

 
片　

桐　
　
　

明
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